
１． 動機

「３年生の総合学習で、サンゴをテーマに調べはじめ、４、５年でも継続してサンゴの学習を続けています。サ

ンゴの身体の仕組みや生態に興味があります。」（真玉橋）

「サンゴの危機的状況をしり、サンゴが絶滅したら沖縄はどうなるだろうと不安になりました。」（新垣）

「沖縄のきれいな海が好きで、サンゴの白化現象の事を聞き、興味を持ちました。」（嶺井）　

そんな思いを持っていた３人が、サイエンスクラブの募集を知り、サンゴをテーマに調べ学習をはじめることに

なりました。

２． 方法

まず最初に、図書館やインターネットで、さんごについて調べ学習を行いました。（形、種類、食べ物、特徴など）

次に、サンゴを守る活動をしている団体の方から話を聞きました。

今取り組んでいることは、過去の新聞記事から、沖縄のサンゴやサンゴ礁の記事を集め、沖縄の状況や、どんな

取り組みをしているかをまとめる作業をしています。

さいごにサンゴを守るために自分たちのできることはないかを考えたいと思っています。

３． 結果（調べたこと）

（１）サンゴについて調べ学習を行い、レポートでまとめました。
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（２）サンゴを育てている方から説明を聞きました。

読谷村にある『サンゴ畑』にいって、サンゴについての説明を聞きました。

そこでは、さんごの養殖も行うことが出来ました。



見学後の３人の感想です。

（３）沖縄のサンゴの現状を調べるために、新聞記事を活用して、出来事を白地図に

まとめます。（途中）

・過去の新聞を集めることが困難だったので、琉球新報のＨＰの過去記事というサイトからサンゴについての記事

を印刷しました。（２００７年から２０１１年まで）

・沖縄県の白地図に、地域、年代別に記事をまとめていきます。

まだ途中ですが、オニヒトデ退治が活発に行われていること、埋め立てでサンゴが減っていく可能性があること、

サンゴを守るための募金や、体験学習などが多く行われていることなどがわかりました。

４． まとめ

さんごについて調べてみて、沖縄とサンゴ礁が深い関わりがあることがわかりました。白化現象は温暖化とも関

係があり、暖かくなるとなぜ、さんごから褐虫藻（かっちゅうそう）が逃げていくのかも、これから調べていきた

いです。

またサンゴ礁が役立っていることも詳しく調べていきたいです。

このように新しく調べたいことがたくさん生まれてきたので、６年生になってもサンゴについて調べる学習は続

けたいと思います。

今回の活動で一番楽しかったことは、サンゴ畑に行って、サンゴについて学習したり、身近にサンゴを観察した

こと、そしてサンゴの移植が体験できたことです。

今後、調べ学習を続けながら、減少している沖縄のサンゴ礁に対して、私たちが何が出来るのかを考え、小さな

行動ができたらいいなと考えています。３月までに一つの行動を起こしていこうと思います。


